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健

自
ら
の
著
述
に
古
川
論
語
を
引
き
用
い
、

吉
川
論
語
世
に
出
て
既
に
四
半
世
紀
、
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
、
読
ま
れ
て
来
た
。

い
ま
に
至
る
も
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
総
ら
ず
、

一
部
の
専
家
は
、
こ
と
『
論
語
』
と
い
え
ば
、

一
部
の
学
生
は
、
『
論
語
』
の
課
題
と
い
え
ば
、

レ

ポ

ー

ト

に

古

川

論

語

を

引

き

写

し

、

こ

れ

か

ら

先

も

活

用

は

続

く

情

勢

で

あ

る

。

し

ば

し

ば

耳

に

す

る

。

古
川
論
語
が
成
っ
た
次
第
と
、
そ
れ
に
託
す
る
著
者
の
抱
負
は
、
著
者
の
『
論
語
に
つ
い
て
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
五
十
一
年
)

の
「
ま
え
が
き
」
の
な
か
に
、
凝
縮
し
た
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉
川
博
士
は
「
私
が
『
論
語
』
な
い
し
は
孔
子
に
つ
い
て
書
い
た

文
章
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
」
と
前
置
き
さ
れ
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

一
般
読
者
の
賛
辞
も
、
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さ
い
し
ょ
に
書
い
た
第
一
の
も
の
は
、
「
中
閣
の
知
恵
」
、
副
題
「
孔
子
に
つ
い
て
」
。
一
九
五
二
昭
和
二
十
七
年
、
数
え
年
四
十
九
の
と
き
、
雑
誌
「
新

潮
」
に
連
載
し
た
。
今
は
「
新
潮
文
庫
」
の
一
附
と
な
り
、
ま
た
筑
摩
書
一
房
一
版
私
の
全
集
で
は
第
五
巻
の
一
部
分
で
あ
る
。

つ
い
で
第
二
は
、
一
九
五
四
昭
和
二
十
九
年
、
五
十
一
歳
か
ら
、
一
九
六
二
昭
和
一
二
十
七
年
、
五
十
九
歳
ま
で
、
約
十
年
間
、
朝
日
新
聞
社
「
中
国
古

典
選
」
の
た
め
に
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
書
き
た
め
た
「
論
語
」
。
す
な
わ
ち
「
論
語
」
本
文
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
古
典
を
そ
の
言
語
に
即
し
て
解
釈
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
問
題
を
考
え
、
時
に
は
ま
た
み
ず
か
ら
の
文
学
を
作
ろ
う
と
す
る
の
が
、
清
朝
ま
で
の
中
国
、
ま
た
江
戸
時
代
の
日
本
の
、
注

釈
家
の
態
度
で
あ
る
と
見
う
け
る
。
私
も
こ
の
仕
事
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
態
度
を
、
い
ろ
い
ろ
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
、
継
承
し
祖
述
し
よ
う
と
し

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
集
註
と
吉
川
論
盟
問

て
い
る
。
私
と
し
て
は
も
っ
と
も
人
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
版
で
は
二
冊
。
筑
摩
版
私
の
全
集
で
は
第
四
巻
の
全
部
を
そ
れ
に

あ
て
る
。
ま
た
筑
摩
「
世
界
古
典
文
学
全
集
」
に
も
収
め
る
。

第
三
は
、
以
上
以
外
の
「
論
一
語
」
に
関
す
る
論
文
な
い
し
は
随
想
。
全
集
で
は
第
五
巻
に
一
括
し
て
収
め
、
そ
の
補
遺
を
第
二
十
一
巻
に
収
め
る
。
こ

こ
に
は
そ
の
中
の
四
篇
が
、
講
談
社
学
術
文
庫
編
集
部
に
よ
っ
て
え
ら
ば
れ
た
。
う
ち
も
っ
と
も
長
い
古
典
講
座
「
論
語
」
は
、
筑
摩
書
一
房
一
に
よ
る
単
行

本
が
、
「
私
の
古
典
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
別
に
あ
り
、
そ
れ
で
の
題
は
「
「
論
語
巴
の
た
め
に
」
。
一
九
七
一
昭
和
四
十
六
年
。

す
べ
て
を
通
じ
顕
著
な
の
は
、
「
論
語
巴
の
文
一
章
の
美
し
さ
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
態
度
の
先
行
で
あ
ろ
う
。
散
文
詩
と
し
て
の
リ
ズ
ム
の
美
し
さ
は
、

か
〈
か
そ
う
よ
う

他
の
中
国
古
代
の
書
に
冠
絶
す
る
。
中
国
主
日
に
な
れ
な
い
人
人
に
は
隔
靴
掻
痔
を
免
れ
ま
い
が
、
訓
読
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
に
接
す
る
こ
と
完
全
に
困
難

で
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
そ
の
リ
ズ
ム
は
美
し
い
。
む
ろ
ん
そ
れ
の
み
が
こ
の
書
物
の
読
み
方
で
は
な
い
こ
と
を
も
、
私
は
本
冊
子
四
十
六
頁
で
い
っ
て
い
る
。

文
中
、
第
二
の
、

い
わ
ゆ
る
古
川
論
語
は
、
昭
和
五
十
三
年
、
同
じ
く
朝
日
新
聞
社
よ
り
文
庫
版
全
三
冊
と
し
て
も
出
さ
れ
て
い
る
。

と

- 32ー

も
あ
れ
影
響
力
の
大
き
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
「
私
と
し
て
は
も
っ
と
も
人
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
著
者
の
希
望
は
、

既
に
し
て
、
叶
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
数
多
い
諸
家
の

O
O論
語
に
対
比
し
て
み
る
と
き
、
吉
川
論
語
の
特
徴
と
し
て
何
を
算
う
べ
き
か
。
第
一
に
は
、
や
は
り
、
文

中
末
尾
に
自
ら
言
わ
れ
る
「
論
語
の
文
章
の
美
し
さ
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
態
度
の
先
行
」
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
来
、
古
川
論
語
に

対
し
て
な
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
論
評
も
、
言
語
な
い
し
文
学
の
面
か
ら
『
論
語
』
を
読
み
通
し
た
点
に
着
目
、
称
揚
す
る
こ
と
で
は
、

ほ

ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
は
、
こ
れ
も
文
中
に
自
ら
も
言
わ
れ
る
、
古
典
解
釈
の
形
を
通
し
て
自
ら
の
哲
学
・
文
学
を
創
出
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ら
先
行

注
釈
家
の
態
度
の
継
承
祖
述
。
こ
の
点
に
つ
い
て
み
て
も
、
古
川
論
語
は
き
わ
め
て
成
功
し
た
数
少
い
例
で
あ
る
。
そ
の
該
博
な
知
識
に

基
づ
く
縦
横
の
語
り
口
は
自
信
に
溢
れ
、
決
し
て
人
を
し
て
飽
か
し
め
な
い
。
大
き
な
特
徴
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。



し
か
ら
ば
、
古
川
論
語
は
満
点
の
出
来
栄
え
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
に
ぶ
ん
長
丁
場
の
仕
事
、
そ
う
は
参
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

古
川
論
語
に
は
、
も
と
よ
り
古
川
論
語
自
体
の

が
、
そ
の
な
か
に
次
の
一
く
だ
り
が
あ
る
。

「
ま
え
が
き
」
が
存
在
す
る
。

一
万
字
に
及
ぼ
う
と
す
る
長
文
の

「
ま
え
が
き
」

で
あ
る

と
こ
ろ
で
私
が
い
ま
こ
こ
に
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
論
語
の
各
条
に
つ
き
、
従
来
の
諸
家
の
説
の
上
に
出
て
、
新
説
を
の
べ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

い
。
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
、
そ
れ
は
ひ
ろ
く
極
東
の
国
国
に
も
ま
た
が
っ
て
の
祖
先
が
、
ひ
ろ
く
読
ん
で
来
た
書
物
で
あ
る
だ
け
に
、
祖
先
た
ち
が
普
通
に

理
解
し
て
来
た
説
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
こ
の
書
物
を
読
む
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を
趣
旨
と
す
る
。
少
く
と
も
そ
れ
を
原
則
的
な
趣
旨
と
す
る
。

文
中
「
祖
先
た
ち
が
普
通
に
理
解
し
て
来
た
説
に
も
と
づ
き
つ
つ
」
と
標
模
さ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
成
績
や
如
何
。

「
も
と
づ
」
く
た
め
に
は
、

と
り
あ
え
ず
旧
来
の
説
を
正
し
く
掌
握
す
る
こ
と
が
絶
対
の
条
件
と
な
ろ
う
が
、
出
来
栄
え
は
い
ま
一
つ
、
就
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中
、
朱
烹
の
集
注
に
関
す
る
取
扱
い
に
欠
陥
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
朱
烹
は
「
古
典
を
そ
の
言
語
に
即
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

た
代
表
的
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
古
川
博
土
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
特
徴
の
把
握
に
怒
意
的
で
あ
り
、
杜
撰
な
紹

介
に
し
ば
し
ば
出
合
う
。
グ
名
作
d

の
た
め
に
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
こ
こ
数
年
、
論
語
解
釈
史
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
若
干
の
、
章
ご
と
の
解
釈
史
を
書
き
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
論
考

聞
の
問
題
を
考
え
」

の
う
ち
い
く
つ
か
は
古
川
論
語
へ
の
言
及
を
含
む
。
既
に
言
及
し
た
箇
所
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
れ
ば
左
の
通
り
。

朝
間
道
、
タ
死
可
失
。
(
旦
仁
篇
第
八
章
)
汲
十
日
書
院
『
伊
藤
激
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
一
九
八
六
、
三

『
論
一
品
巴
朝
関
タ
死
章
に
つ
い
て

未
知
生
、
意
知
死
。
(
先
進
篇
第
十
一
章
)

逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
昼
夜
。
(
子
竿
篇
第
十
六
章
)

右
に
同
じ
『
論
語
』
子
在
川
上
意
に
つ
い
て

大
修
館
書
応
『
漢
文
教
室
』
一
五
五
号

一
九
八
六
、
一

O

弗
如
也
、
吾
与
女
弗
如
也
。
(
公
冶
長
第
八
章
)

『
論
語
』
与
回
執
愈
章
に
つ
い
て

東
方
学
会
『
東
方
学
』
七
四
輯

一
九
八
七
、
三

北
大
文
学
部
紀
要



論
垣
間
集
註
と
吉
川
論
語

畏
天
命
、
畏
大
人
、
畏
聖
人
之
言
。
(
季
氏
篇
第
八
章
)

『
論
語
』
国
民
天
命
章
に
つ
い
て

大
修
館
書
庖
『
漢
文
教
室
』
一
五
九
号

一
九
八
八
、
二

孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
。
(
学
而
篇
第
二
章
)

『
論
語
』
為
人
孝
弟
章
に
つ
い
て

北
海
道
中
国
哲
学
会
『
中
国
哲
学
』
第
十
八
号
一
九
八
九
、

七
(
予
定
)

吾
有
知
乎
哉
、
無
知
也
。
(
子
竿
篇
第
七
章
)

『
論
語
』
五
口
有
知
章
に
つ
い
て

大
修
館
雪
国
庖
『
漢
文
教
室
』
一
六
回
号
一
九
八
九
、
一
一
(
予
定
)

章
ご
と
の
解
釈
史
は
、

い
ま
し
ば
ら
く
書
き
続
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
、
こ
の
た
び
は
思
い
立
っ
て
、
吉
川
論
語
に
お
け

る
新
注
の
扱
い
方
を
一
あ
た
り
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
や
は
り
相
当
数
の
指
摘
す
べ
き
誤
り
が
見
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
、
そ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
一
括
報
告
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
以
下
都
合
十
六
章
、
批
判
的
言
辞
は
、
ひ
と
え
に
日
頃
『
論
語
集
註
』

を
丁
寧
に
読
む
こ
と
に
心
掛
け
て
い
る
後
学
の
一
人
と
し
て
、
果
す
べ
き
責
務
の
一
部
と
心
得
て
の
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。

各
章
ご
と
、
問
題
の
語
旬
、
集
註
の
該
当
部
分
、
吉
川
論
語
の
該
当
部
分
、
検
討
の
順
で
あ
る
。

- 34-

て
賢
賢
易
色
章
(
学
而
篇
第
七
章
)

二
、
父
在
観
士
山
章
(
学
市
篇
第
十
一
章
)

三
、
礼
之
用
章
(
学
而
篇
第
十
二
章
)

四
、
吾
与
回
言
章
(
為
政
篇
第
九
章
〉

五
、
射
不
主
皮
章
(
八
倫
篇
第
十
六
章
)

六
、
人
之
過
也
章
(
旦
仁
篇
第
七
章
)

七
、
季
文
子
コ
一
息
章
(
公
冶
長
篇
第
十
九
章
)

八
、
土
不
可
以
不
弘
毅
章
(
泰
伯
篇
第
七
章
)

九
、
有
美
玉
章
(
子
盟
十
篇
第
十
二
章
)

一
O
、
食
不
厭
曲
壁
早
(
郷
党
篇
第
八
章
)

二
、
子
張
関
善
人
之
道
章
(
先
進
篇
第
十
九
章
)

一
二
、
南
人
有
言
章
(
子
路
篇
第
二
十
二
章
)

二
二
、
憲
問
恥
章
(
憲
問
篇
第
一
章
)

一
四
、
逸
民
章
(
微
子
篇
第
八
章
)

一
五
、
大
徳
不
聡
閑
章
(
子
張
篇
第
十
一
章
)

二
ハ
、
発
日
答
爾
舜
章
(
克
元
日
篇
第
一
章
)



賢
賢
易
色
章
(
学
而
篇
第
七
章
)

賢
賢
易
色

賢
人
之
賢
、
而
易
其
好

色
之
心
、
好
善
有
誠
也
。

ま
ず
、
賢
を
賢
と
し
て
色
に
易
え
よ
、
も
し
く
は
、
緊
を
賢
と
す
る
こ
と
色
の
易
く
せ
よ
、
つ
ま
り
、
賢
人
を
賢
人
と
し
て
尊
重
す
る

こ

ち

ゅ

う

か

ん

ぎ

こ
と
、
美
人
を
尊
重
す
る
ご
と
く
な
れ
、
と
い
う
の
が
、
古
注
、
す
な
わ
ち
、
二
、
三
世
紀
の
、
漢
貌
人
の
、
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
賢

弘
制
作
り

を
賢
と
し
て
色
を
易
た
め
よ
、
つ
ま
り
、
賢
者
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
そ
れ
を
賢
者
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
、
は
っ
と
顔
色
を
易
え
る
ほ

り

く

ち

ょ

う

る

ん

ど

こ

ぎ

お

ぎ

う

そ

ら

い

ろ

ん

ど

ち

ょ

う

ど
で
あ
れ
、
と
い
う
の
が
、
そ
れ
に
つ
ぐ
時
代
で
あ
る
六
朝
人
の
解
釈
で
、
わ
が
仁
斎
の
論
語
古
義
、
荻
生
狙
篠
の
論
語
徴
、
と
も
に
そ

か
る

れ
を
祖
述
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
ん
ぜ
よ
、
賢
人
は
尊
重
せ
よ
、
美
人
は
軽
蔑
せ
よ
、
と
い
う
の
は
、
儒
学
に
厳

し
ん
ち
ゅ
う

粛
の
気
の
加
わ
っ
た
、
十
て
十
二
世
紀
、
宋
の
朱
子
の
新
注
の
説
で
あ
る
。
私
の
学
力
で
は
、
ど
れ
が
よ
い
と
も
、
定
め
か
ね
る
が
、

元
来
の
儒
学
に
は
、
欲
望
を
否
定
す
る
思
想
は
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
女
色
は
、
否
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
し
ば
ら
く
、
賢
を
賢
と
す

し
か
ん

る
こ
と
色
よ
き
美
人
の
ご
と
か
れ
、
と
い
う
、
古
注
の
説
に
従
っ
て
お
く
。
の
ち
の
子
宰
篇
第
九
に
は
、
五
回
未
ν
見-一好
ν
徳
如
ν
好
ν
色
者
一

也
、
主
同
れ
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
如
く
す
る
者
を
貝
ざ
る
な
り
、
と
い
う
言
葉
も
あ
る
(
二
九

O
頁)。

「
賢
賢
易
色
」

吉
川
博
士
の
所
謂
「
儒
学
に
厳
粛
の
気
の
加
わ
っ
た
、
十
一
、
十
二
世
紀
、
宋
の
朱
子
の
新
注
」
に
お
い
て
、

す
る
部
分
は
、
前
掲
の
十
六
文
字
。
こ
れ
を
古
川
博
士
は
「
人
の
賢
を
賢
と
し
、
其
の
好
色
の
心
を
易
ん
ぜ
よ
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
読
み
と
り
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
『
朱
子
語
類
』
と
『
論
語
精
義
』
に
拠
っ
て
、
容
易
に
判
明
す
る
。
『
語
類
』
に
摩
徳

明
の
録
せ
る
次
の
一
条
が
見
え
る
。

北
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に
該
当



論
語
集
註
と
古
川
論
語

敬
之
、
賢
賢
易
色
に
二
説
有
る
を
問
う
。
日
く
、
顔
色
を
変
易
す
る
は
、
偽
り
て
之
れ
を
為
す
者
有
り
。

に
易
へ
て
方
め
て
其
の
誠
を
見
す
、
と
説
け
る
に
従
ふ
に
若
か
ず
。

上
奈
の
、
其
の
好
色
の
心

朱
莱
言
う
と
こ
ろ
の
謝
良
佐
(
上
茶
)
の
説
を
『
論
語
精
義
』
か
ら
転
載
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

賢
を
賢
と
し
て
色
に
易
へ
、
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
し
、
好
色
合
}
好
む
が
如
く
す
。
天
下
の
意
を
誠
に
す
る
は
、
此
れ
に
易
ふ
る
無
し
。

此
の
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
く
す
る
も
亦
た
徳
を
好
む
の
至
り
と
謂
ふ
可
き
な
り
。

朱
蒸
の
教
団
で
は
、
二
説
か
ら
一
つ
を
択
ぶ
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
易
」
を
「
軽
略
」
と
解
す
る
説
は
、
そ
の
選
択
肢

に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
「
軽
略
」
と
解
す
る
の
は
顔
師
古
。
参
考
ま
で
に
三
説
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

1 

賢
を
賢
と
し
て
色
に
易
ふ
|
|
孔
安
国
・
謝
良
佐
・
朱
棄
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2 

賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
ふ

l
l皇
疏
の
一
つ
・
程
顕

賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
、
ず
|
|
漢
書
李
尋
伝
顔
師
古
注

3 

一一、

父
在
観
志
章
(
学
而
篇
第
十
一
章
)

二
年
無
改
於
父
之
道
可
謂
孝
失

ヰ
ア
氏
目
、
如
其
道
、
雌
終
身
無
改
可
也
。
如
其
非
道
、
何
待
三
年
。
然
則
三
年
無
改
者
、
孝

子
之
心
、
有
所
不
忍
故
也
。
滋
氏
日
、
三
年
無
改
、
亦
謂
在
所
蛍
改
而
可
以
未
改
者
耳
。

と
こ
ろ
で
、
父
の
死
後
、
二
十
何
カ
月
か
、
父
の
方
法
を
変
え
な
い
と
い
う
教
え
は
、
君
主
交
替
の
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
差
支
え
の

生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
父
の
道
を
改
め
な
い
と
い
う
の
は
、
無
条
件
に
そ
う
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
々
〈
の
道
が
、
妥
当
で



な
い
場
合
は
、
必
ず
し
も
、
そ
う
す
る
必
要
は
な
い
。
ど
し
ど
し
改
め
る
が
い
い
。
そ
う
い
う
説
が
、
諸
注
釈
家
の
聞
に
、
音
山
外
に
多

い

ん

と

ん

ゅ

う

そ

ぃ
。
朱
予
の
注
に
引
い
た
努
停
、
品
附
酢
、
仁
斎
の
古
義
、
み
な
、
そ
う
い
っ
て
い
る
。

吉
川
博
土
の
所
謂
「
朱
子
の
注
に
引
い
た
ヂ
埠
、
務
酢
」

の
説
と
は
、
前
掲
の
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
文
字
、
十
七
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
文
か
ら
「
ど
し
ど
し
改
め
る
が
い
い
」
と
い
う
主
張
を
読
み
と
る
こ
と
は
、
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

ヰ
ア
・
瀞
両
民
の
説
を
圏
外
に
掲
げ
た
当
の
朱
烹
自
身
の
読
み
と
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

の
語
、
が
載
っ
て
い
る
。

『
語
類
』
に
は
、

こ
と
の
検
討
に
資
す
る
た
め
、

董
挟
寿
の
録
せ
る
次

三
年
改
む
る
無
き
、
ヰ
ア
氏
は
心
を
説
き
得
た
る
も
事
上
に
於
て
未
だ
尽
さ
ず
。
波
氏
は
事
理
上
に
於
て
説
き
得
て
好
し
。
故
に
井
せ

之
れ
を
載
せ
、
互
ひ
に
相
ひ
発
せ
し
む
。

早
ア
停
の
説
を
評
し
て
、

心
が
ま
え
、
精
神
の
面
は
言
い
当
て
て
も
、
実
際
面
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
、

と
朱
棄
が
断
ず
る
の
は
、
弔
ア
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氏
の
説
の
弱
点
を
よ
く
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
孝
子
の
心
と
し
て
忍
び
な
い
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
、
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
滋
氏
を
井
載
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
朱
一
煮
は
、

実
際
に
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
滋
氏
の
み
を
推
し
た
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
董
銑
の
次
の
よ
う
な
所
録
が
『
語
類
』
に
見
え
る
。

ケ
ー
ス
も
現
出
し
よ
う
、

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

か
く
て
「
於
事
理
上
説
得
好
」

諸
説
、
唯
だ
瀧
氏
の
み
説
き
得
て
好
し
。
当
に
改
む
べ
き
所
に
在
り
て
、
以
て
未
だ
改
め
ざ
る
可
し
と
、
此
の
説
極
め
て
穏
。

同
様
の
記
録
は
、
他
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
朱
窯
は
結
局
、
弔
ア
・
灘
両
氏
の
説
を
次
の
よ
う
に
阻
噛
理
解
し
て
い
た
。

『
一
語
類
』
沈
偶
の
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

才
か
に
三
年
改
む
る
無
し
と
説
け
ば
、
便
ち
是
れ
這
の
事
未
だ
是
な
ら
ざ
る
処
有
り
て
了
る
。
若
し
父
の
道
己
に
是
な
ら
ば
、
何
ぞ

改
む
る
無
し
と
説
く
を
用
ひ
ん
。
終
身
之
れ
を
行
ひ
て
可
な
り
。
事
既
に
是
に
非
れ
ば
、
便
ち
須
ら
く
改
む
る
を
用
ふ
ベ
し
、
何
ぞ

北
大
文
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論
語
集
註
と
吉
川
論
語

お
お
む
ね

三
年
を
待
た
ん
。
孝
子
の
心
自
ら
忍
び
ざ
る
所
有
る
の
み
。
若
し
大
段
人
を
害
す
る
の
事
な
れ
ば
、
須
ら
く
改
む
べ
く
し
て
始
め
て

得
ん
。
若
し
事
の
是
に
非
ざ
る
も
、
甚
し
き
妨
害
無
け
れ
ば
、
則
ち
三
年
過
ぎ
了
り
て
方
め
て
改
む
る
な
り
。

「
三
年
無
改
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
父
の
道
が
良
く
な
い
ケ

l
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
良
く
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
に
も
改
め
る
べ
き

と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
孝
子
の
心
と
し
て
忍
び
ぬ
と
こ
ろ
だ
か
ら
「
三
年
無
改
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
実
害
が

大
き
い
場
合
は
格
別
、
改
め
ず
に
済
む
も
の
は
三
年
の
聞
は
辛
抱
す
る
が
よ
い
。

l
i朱
窯
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
解
の
も
と
に
、
ヰ
ア
・

瀧
両
氏
の
説
を
外
注
と
し
て
採
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
吉
川
博
土
の
紹
介
は
杜
撰
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

一一、

礼
之
用
章
(
学
市
篇
第
十
二
章
)

鵡
之
用
和
矯
貴

種
者
、
天
理
之
節
文
、
人
事
之
儀
則
也
。
和
者
、
従
容
不
迫
之
意
。
蓋
躍
之
潟

鐙
雄
蔵
、
而
皆
出
於
自
然
之
理
。
故
北
〈
潟
用
、
必
従
容
而
不
迫
、
乃
潟
可
貴
。
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ゅ
う
じ
ゃ
〈

さ
て
、
こ
こ
の
有
子
、
す
な
わ
ち
有
若
の
、
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
句
、
礼
之
用
和
為
責
、
を
、
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
る
宋

ノ

ハ

ヲ

ナ

ス

MV-r

た

い

よ

ラ

儒
の
注
で
は
、
礼
之
用
、
和
為
ν
貴
、
と
読
む
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
に
は
、
体
と
用
、
す
な
わ
ち
本
体
と
作
用
の
二
面
が
あ
る

が
、
礼
の
作
用
と
し
て
、
最
も
貴
重
な
も
の
は
、
調
和
で
あ
る
、
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

吉
川
博
士
の
所
謂
「
宋
儒
の
注
で
は
:
:
:
礼
の
作
用
と
し
て
、
最
も
貴
重
な
も
の
は
、
調
和
で
あ
る
、
と
解
す
る
」
説
は
、
い
か
が
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
『
集
註
』
に
拠
る
か
ぎ
り
、
和
と
は
従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
の
意
、
と
い
う
規
定
は
、
ま
こ
と
に
明
確
で
あ

り
、
「
調
和
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
そ
の
事
実
は
、
経
文
の
後
半
「
有
所
不
行
、

知
和
市
和
、

不
以
礼
節
之
、



亦
不
可
行
也
」

に
係
る
朱
注
「
承
上
文
而
言
。
如
此
而
復
有
所
不
行
者
、
以
其
徒
知
和
之
為
貴
、
市
一
於
和
、
不
復
以
礼
節
之
、
則
亦
非

復
礼
之
本
然
失
。

所
以
流
蕩
忘
反
、

「
調
和
」
と
い
う
発
想
は
見
出
せ
な
い

而
亦
不
可
行
也
」
に
隈
を
移
し
て
み
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
、
こ
の
朱
注
の
な
か
で
は
「
和
の
み
に
専
ら
で
、
礼
に
よ
っ
て
節
す
る
こ
と
を
怠
る
と
き
は
、
流

蕩
し
て
反
る
こ
と
を
忘
れ
る
」
と
い
っ
て
い
る
部
分
に
注
目
し
た
い
。
本
体
と
し
て
の
礼
と
、
作
用
と
し
て
の
和
は
、
ま
た
あ
る
意
味
で

は
、
こ
の
よ
う
に
対
極
に
立
つ
概
念
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
『
集
註
』
の
圏
外
に
朱
窯
自
ら
が
、
「
厳
而
恭
、
和
而
節
、
此
理
之
自

然
、
礼
之
全
体
也
。
老
輩
有
差
、
則
失
其
中
正
、
市
各
僑
於
一
偏
、
其
不
可
行
均
失
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
も
明
確
な
の
で
あ
っ
て
、

「
和
」
は
、
所
謂
「
調
和
」
以
前
の
場
面
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
と
、

右
の
こ
と
ど
も
の
補
強
と
し
て
『
語
類
』
か
ら
一
則
の
み
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
黄
義
剛
の
所
録
。

周
舜
功
問
ふ
、
従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
は
、
如
何
に
し
て
か
之
れ
を
和
と
謂
ふ
、
と
。
日
く
、
只
だ
是
れ
行
ひ
得
て
自
然
な
る
こ
と

此
の
如
く
な
る
を
説
け
る
の
み
。
那
の
牽
強
の
意
志
無
き
が
使
ち
是
れ
従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
那
の
礼
中
に
自
ら
箇
の

従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
有
り
。
是
れ
礼
の
後
に
更
に
従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
を
添
ふ
る
有
る
に
あ
ら
ず
。
若
し
礼
を
離
れ
了
り
て
、
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従
容
と
し
て
迫
ら
ざ
る
を
説
か
ば
、
便
ち
是
れ
白
怒
な
り
。

朱
窯
が

「和」

を
解
す
る
に

「
従
容
不
迫
」

を
以
て
し
た
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
古
川
博
士
の
解
説
は
、
ま
こ
と
に
不

用
意
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

北
大
文
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論
語
集
註
と
吉
川
論
語

四
、
吾
与
回
言
章
(
為
政
篇
第
九
章
)

退
而
省
其
私
亦
足
以
護
団
也
不
愚

私
、
謂
燕
居
溺
慮
、
非
進
見
諮
問
之
時
。
委
、
謂
議
関
節
言
之
理
。
愚
闇
之
師
日
:
:
:
及
返
省
主
(
私
、

則
見
其
日
用
動
静
謡
歌
之
問
、
皆
足
以
藤
明
夫
子
之
道
、
坦
然
由
之
而
無
疑
。
然
後
知
其
不
思
也
。

し

せ

い

退
い
て
其
の
私
を
省
す
、
の
私
と
は
、
公
に
対
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
官
町
田
広
三
刊
の
意
で
あ
る
。
省
は
、
観
察
と
訳
し
て
よ
い
。

亦
た
以
っ
て
発
す
る
に
足
る
、
の
発
を
、
古
注
に
は
、
大
体
を
発
明
す
る
、
と
説
き
、
新
注
に
は
、
夫
子
の
道
を
発
明
す
、
と
説
く
が
、

要
す
る
に
重
要
な
も
の
の
端
絡
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
の
私
的
生
活
は
、
人
を
し
て
、
そ
う
し
た
も
の
の
発
見
を
可
能
に
す

る
だ
け
の
も
の
を
、
足
以
、
十
分
に
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
を
は
っ
と
さ
せ
る
、
と
訳
し
た
の
は
、
し
ゃ
れ
で
は
な
い
。
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こ
の
部
分
、
『
集
解
』
は
「
孔
目
、
察
其
退
還
、
与
二
三
子
説
鰐
道
義
、
発
明
大
体
、
知
其
不
愚
也
」
と
説
く
。
こ
の

る
」
と
、
李
伺
、
朱
窯
の
「
以
て
夫
子
の
道
を
発
明
す
る
に
足
る
」
・
「
発
と
は
所
言
の
理
を
発
明
す
る
を
謂
ふ
」
と
の
聞
に
は
、

「
大
体
を
発
明
す

一
見
、

大
き
な
差
異
は
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
果
し
て
古
川
博
士
の
よ
う
に

「
重
要
な
も
の
の
端
緒
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
」
と
、

括
し
て
し
ま
う
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
嘗
っ
て
、
新
注
が
顔
回
を
ば
実
践
担
行
の
人
と
し
て
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
限
定
し
て
ゆ
く
方
向
に
努
め
て
い
る
事
実
を
論
じ
、
こ

の
吾
与
回
言
章
へ
の
朱
烹
の
注
釈
態
度
の
特
徴
に
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
(
東
方
学
七
四
輯
、
『
論
語
』
血
(
同
執
愈
章
に
つ
い
て
)
そ
の

折
は
塁
間
類
』
の
な
か
か
ら
「
亦
足
以
発
」
に
か
か
る
三
則
を
抽
出
、
例
証
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
そ
の
う
ち
の
一
則
を
示
そ
う
。

日
く
、
然
り
。
夫
子
告

問
ふ
、
亦
た
以
て
発
す
る
に
足
る
と
は
、
是
れ
夫
子
所
言
の
旨
を
発
明
す
る
所
以
な
る
こ
と
莫
き
や
否
や
。



ぐ
る
に
礼
に
非
ざ
れ
ば
視
聴
言
動
す
る
勿
れ
を
以
て
す
れ
ば
、
顔
子
は
之
れ
を
受
け
て
復
び
は
更
に
如
何
な
る
が
是
れ
礼
と
非
礼
と

を
問
わ
ず
、
但
だ
是
れ
退
い
て
顔
子
の
為
す
所
を
省
察
す
れ
ば
、
則
ち
直
だ
是
れ
視
聴
言
動
の
礼
に
非
ざ
る
無
き
が
且
如
き
、
此
れ

則
ち
以
て
夫
子
の
号
一
日
を
発
す
る
に
足
れ
る
な
り
。
(
李
壮
祖
録
)

こ
の
一
則
に
照
す
の
み
で
も
、
新
注
の

「
発
明
」

に
関
す
る
解
釈
の
特
徴
が
伺
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
古
注
が

「
一
二
ニ
子
と
道
義
を
説
揮
す

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

る
」
な
か
で
の
発
明
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
注
は
「
燕
居
独
処
す
る
」
な
か
で
の
発
明
な
の
で
あ
っ
て
、

「
発
明
」
を
、
顔
回
と
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
捉
え
た
吉
川
博
士
の
欠
陥
は
、

「
実
践
」

nJ
回
目
、

γ
」

i
「

q-一二日し、
v
h
7

ひ
と
え
に
新
注
を
扱
う
際

の
慎
重
さ
の
欠
如
に
由
来
す
る
。

五

射
不
主
皮
章
(
八
借
篇
第
十
六
章
)

- 41ー

射
不
主
皮
、
郷
射
躍
文
。
相
周
力
不
同
科
、
孔
子
解
種
之
意
如
此
也
。
皮
革
也
。
布
侯
而
援
革
於
其

中
以
為
的
、
所
謂
鵠
也
。
科
等
也
。
古
者
射
以
観
徳
。
但
主
於
中
、
而
不
主
於
貫
草
。
蓋
以
人
之
力

有
強
弱
不
同
等
也
。
記
日
、
武
王
克
商
、
散
軍
郊
射
、
而
貫
革
之
射
息
、

正
調
此
也
。
周
哀
藤
康
、
列
図
兵
字
、
復
倫
貫
卒
。
故
孔
子
歎
之
。

射
不
主
皮
矯
力
不
同
科
古
之
道
也

し

な

た

め

朱
子
の
新
注
の
説
は
ち
が
い
、
射
の
皮
を
主
と
せ
ざ
る
は
、
力
の
科
を
同
じ
ゅ
う
せ
ざ
る
が
為
な
り
、
と
一
つ
ら
な
り
に
読
み
、
儀
式

と
し
の
弓
仕
合
の
場
合
、
的
の
皮
を
射
抜
く
射
抜
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
尊
重
し
な
い
の
は
、
各
人
の
体
力
に
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
か
く
個
性
を
尊
重
す
る
の
が
、
「
古
の
道
」
で
あ
る
と
、
い
っ
た
と
す
る
。
為
の
字
は
去
声
の
司
包
と
な
る
。
こ
の
新
し
い
読
み
方

り
ゅ
ラ
し
よ
う

は
、
北
宋
の
劉
倣
の
七
経
小
伝
に
は
じ
ま
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
章
全
部
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
標
語
と
似
る
と
す
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
集
註
と
吉
川
論
語

そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
美
風
、
な
い
し
は
こ
の
美
風
を
、
「
古
の
道
な
り
」
と
い
う
こ
と
、
も
し
仁
斎
に
し
た
が
っ
て
、
「
今
の
然
ら
ざ
る

を
歎
く
」
の
で
あ
れ
ば
、
よ
き
古
き
時
代
の
追
憶
と
な
る
が
、
今
も
部
分
的
に
は
存
在
す
る
美
風
を
、
「
古
の
道
」
と
し
て
大
切
に
保
存

し
た
い
気
も
ち
の
語
と
し
て
、
読
め
ぬ
こ
と
も
な
い
。

吉
川
博
士
の
解
説
は
、
そ
の
前
段
の
、
古
注
が
射
不
主
皮
と
為
力
不
同
科
を
二
つ
の
こ
と
と
し
て
読
む
と
い
う
記
述
に
続
い
て
の
も
の

で
あ
る
。
い
ま
新
注
を
読
ん
だ
あ
と
、
こ
の
解
説
に
眼
を
通
す
と
き
、
文
字
通
り
的
は
ず
れ
の
感
を
い
な
め
な
い
。

吉
川
博
土
の
言
葉
。

か
く
個
性
を
尊
重
す
る
の
が
、
「
古
の
道
」
で
あ
る
と
、
い
っ
た
と
す
る
。
|

i
新
注
の
ど
こ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な

あ
た

ひ
た
す
ら
、
中
る
こ
と
を
「
尊
重
」
し
、
力
の
強
弱
を
間
わ
な
い
の
が
古
の
道
と
い
う
ー
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

趣
旨
は
伺
い
え
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
新
注
の
特
徴
の
第
一
に
挙
ぐ
べ
き
は

「
一
つ
ら
な
り
に
読
」
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
と
し
て
は
、
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注
の
後
半
「
周
衰
へ
礼
廃
れ
、
列
国
兵
争
し
て
、
復
び
革
を
貫
く
を
尚
び
た
れ
ば
、
放
に
孔
子
之
れ
を
歎
け
る
な
り
」
と
い
う
指
摘
を
挙

げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
朱
蕉
は
圏
外
に
も
「
聖
人
の
古
の
道
を
言
へ
る
は
、
今
の
失
を
正
す
所
以
な
り
」
と
い
う
楊
時
の
説
を
掲
げ

る
。
か
か
る
新
注
の
特
徴
を
無
視
し
て
、
こ
れ
を
遠
く
仁
斎
に
倹
つ
。

そ
の
理
由
、
が
私
に
は
判
ら
な
い
。

ムハ、

人
之
過
也
章
(
里
仁
篇
第
七
章
)

人
之
遇
也
各
於
其
黛
観
過
斯
知
仁
実

呉
氏
日
、
後
漢
呉
祐
謂
、
縁
以
親
故
受

汗
辱
之
名
。
所
謂
観
過
知
仁
是
也
。

何
民
主
の
古
注
の
説
は
、
以
上
あ
げ
た
新
注
の
説
と
ち
が
っ
て
い
る
が
、
新
注
の
よ
う
な
説
は
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ



が
い
せ
き

っ
て
、
班
回
の
漢
書
の
外
戚
伝
で
は
、
孔
子
の
弟
子
の
子
路
が
、
姉
の
な
く
な
っ
た
と
き
、
礼
の
規
定
以
上
に
鄭
重
に
し
た
こ
と
を
評
論

し
て
、
過
を
観
て
仁
を
知
る
と
、
こ
の
条
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
紀
元
ご
ろ
の
漢
の
人
が
、
こ
の
条
を
す
で
に
新
注
の
よ

ご
ゆ
ラ

う
に
読
ん
で
い
た
証
拠
と
な
る
。
ま
た
後
漢
書
の
呉
祐
伝
で
も
、
の
〈
の
着
物
を
買
う
た
め
に
、
余
分
な
税
金
を
と
り
た
て
た
役
人
の
こ
と

す
な
わ

を
弁
護
し
て
、
そ
れ
は
孝
心
か
ら
出
た
あ
や
ま
ち
、
い
わ
ゆ
る
過
ち
を
観
れ
ば
斯
ち
仁
を
知
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。

新
注
の
中
か
ら
は
、
呉
械
の
、
外
在
の
み
を
掲
げ
た
。
こ
の
章
に
つ
い
て
は
、
専
ら
こ
の
呉
民
の
説
を
扱
う
こ
と
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
古
川
博
士
か
ら
「
新
注
の
よ
う
な
説
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
」
と
前
置
き
さ
れ
れ
ば
、
少
く
と
も
、
集

注
以
外
の
資
料
に
よ
っ
て
、
以
下
解
説
が
な
さ
れ
る
、
と
受
取
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
新
注
を
実
際
に
読
ま
ず
、
こ
の
解
説
の
み
を
読

む
人
は
、
誰
し
も
が
、
朱
窯
は
漢
書
外
戚
伝
・
後
漢
書
呉
祐
伝
の
用
例
を
知
ら
ず
に
新
注
を
作
っ
た
、
と
理
解
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
私
は
、
漢
書
外
戚
伝
に
見
え
る
用
例
を
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
容
嫁
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

一
方
の
後
漢
書
呉
祐
伝
の

ーのー

ケ
ー
ス
、
新
注
を
評
す
る
に
新
注
を
以
て
し
な
が
ら
、
そ
の
事
実
に
触
れ
ぬ
異
常
さ
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七

季
文
子
三
思
章
ハ
公
冶
長
篇
第
十
九
章
)

季
文
子
三
思
而
後
行
子
聞
之
日
再
斯
可
失

三
、
去
撃
。

O
季
文
子
、
魯
大
夫
、
名
行
父
。
毎
事
必
三
思
而
後
行
。
若
使
耳
目
而
求

濯
喪
之
種
以
行
、
亦
其
一
事
也
。
斯
語
辞
。
程
子
日
、
魚
悪
之
人
、
未
嘗
知
有
思
。
有

忠
則
魚
善
失
。
然
至
於
再
則
己
答
、
コ
一

則
私
意
起
而
反
惑
笑
。
故
夫
子
機
之
。

と
こ
ろ
で
こ
の
人
物
は
慎
重
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
ら
し
く
、
春
秋
に
そ
の
外
交
活
動
の
は
じ
め
と
し
て
記
載
す
る
晋
国
へ
の
出
使
の
と

北
大
文
学
部
紀
要



論
議
集
註
と
吉
川
論
語

き
、
背
の
君
主
が
病
気
で
あ
る
と
聞
く
と
、
早
手
廻
し
に
、
会
葬
の
用
意
を
も
と
と
の
え
て
出
発
し
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、
「
三
た
び

思
う
て
而
る
後
に
行
う
」
例
で
あ
る
と
、
朱
子
の
新
注
に
は
い
う
。
つ
ま
り
慎
重
す
ぎ
る
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
何
ご
と
を
行
動
す
る
に

も
、
三
度
考
え
て
か
ら
行
動
し
た
。

孔
子
は
そ
の
話
を
聞
く
と
、
三
度
は
多
す
、
ぎ
る
、
二
度
考
慮
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
、
と
批
評
し
た
と
い
う
の
が
、
や
は
り
朱
子
の
新
注

の
説
で
あ
る
。

古
川
博
士
は
「
三
度
で
は
多
す
ぎ
る
、
二
度
考
慮
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
、

新
注
の
特
徴
は
、
し
か
く
平
板
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ふ。

と
批
評
し
た
と
い
う
の
が
」
新
注
の
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

し
ば
し
ば

お
も
う
に
新
注
の
骨
子
は
、
程
聞
の
「
一
一
一
な
れ
ば
、
則
ち
私
意
起
り
て
反
っ
て
惑

故
に
夫
子
之
れ
を
譲
る
」
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
「
三
岡
山
」
を
、
慎
重
す
ぎ
る
、
と
い
う
段
階
を
こ
え
て
、
惑
う
、
段
階
に
ま
で
毘
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
程
顕
の
説
を
本
注
に
取
り
い
れ
た
朱
烹
は
、
さ
ら
に
圏
外
に
在
っ
て
、
慎
重
居
士
の
季
文
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子
に
は
過
失
が
無
く
て
良
さ
そ
う
な
も
の
な
の
に
、
宣
公
が
築
立
し
た
と
き
討
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
か
え
っ
て
宣
公
の
た
め
に
斉
に
使
い

し
る
し

の
験
だ
と
す
る
。
そ
う
し
て
「
是
を
以
て
君
子
は
窮

し
て
賄
賂
を
納
れ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
が
程
顕
の
い
う
「
私
意
起
市
反
惑
」

理
に
務
め
果
断
を
貴
び
、
徒
ら
に
多
思
す
る
こ
と
を
之
れ
尚
ぶ
こ
と
を
為
さ
ず
」

と
朱
烹
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

「
思
」
を
軽
視
し
た
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
こ
の
程
朱
の
説
は
、
後
世
そ
の
こ
と
の
故
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
e

あ
る
の
で
あ
る
が
、

あ
る
意
味
で
は
、

よ
く
も

わ
る
く
も
こ
れ
が
程
朱
の
説
の
特
徴
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
を
明
確
に
解
説
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

い
ま
一
つ
、
「
コ
一
は
去
声
」
と
い
う
注
の
冒
頭
部
分
を
無
視
さ
れ
る
こ
と
も
、
気
に
な
ら
ぬ
で
は
な
い
。



八

士
不
可
以
不
弘
毅
章
(
泰
伯
篇
第
七
章
)

死
市
後
巳
不
亦
遠
乎

一
息
向
存
、
此
志
不

容
少
酬
明
。
可
謂
遠
会
。

こ
の
条
は
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
有
名
な
一
条
で
あ
る
だ
け
に
、
解
釈
は
、
以
上
の
よ
う
に
一
定
し
て
い
る
。
こ
と
に
、
「
死
し
て
而

し
て
後
巳
む
」
、
す
な
わ
ち
、
人
間
は
、
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
使
命
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
使
命
は
、
死
に
い
た
る
ま
で
は
、
解
消
さ

れ
な
い
と
い
う
の
は
、
儒
家
の
人
道
主
義
の
積
極
性
を
、
よ
く
一
万
す
。
私
は
そ
の
こ
と
を
あ
る
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
は
、
け
げ

ん
な
顔
を
し
た
。
よ
く
き
い
て
見
る
と
、
そ
の
人
は
、
「
死
し
て
而
し
て
後
己
む
」
と
は
、
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
人
間
の
任
務
を
完
成
し
得
る
、
こ
と
だ
と
、
理
解
し
て
来
た
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
説
は
、
少
な
く

と
も
普
通
の
注
釈
書
に
は
、
見
当
ら
な
い
。

ーのー

古
川
博
士
は

「
解
釈
は
:
:
:
一
定
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、

ま
ず
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

「
死
而
後
己
、
不
亦
遠
乎
」

に
つ
き
、
古
注
は
、
死
し
て
而
る
後
に
己
む
、
遠
き
こ
と
喜
何
よ
り
遠
き
は
莫
し
(
孔
安
国
)
。
皇
侃
は
、
此

れ
道
の
遠
き
こ
と
を
釈
せ
る
な
り
。

巴
は
止
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
仁
を
行
ふ
こ
と
小
時
な
る
も
止
む
可
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
、
必
ず

死
に
至
り
て
乃
ち
後
に
し
て
止
ま
ん
の
み
。
死
に
至
り
て
乃
ち
止
む
、
此
の
道
は
宣
に
遠
か
ら
ず
や
、
と
な
り
。

を
単
に
仁
の
道
の
遠
い
こ
と
の
警
え
と
し
て
解
す
る
古
注
に
比
べ
、
前
掲
朱
窯
の
ご
息
尚
ほ
存
す
れ
ば
、

此
の
士
山
、
少
し
の
慨
り
も
容
さ
れ
ず
、
遠
し
と
謂
ひ
っ
可
し
」
と
い
う
注
解
に
は
、
具
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
の
、

「
死
雨
後
巴
」

つ
ま
り
「
死
」

が
肉
体
と
精
神
と
の
両
面
に
お
い
て
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
点
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
『
語
類
』
の
な
か
に
も

北
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見
る
こ
と
が
で
き
る
。
沈
個
の
所
録
。

又
た
問
ふ
、
死
し
て
後
ち
巴
む
と
は
、
是
れ
休
歌
せ
ざ
る
こ
と
な
り
や
否
や
。

日
く
、
然
り
。
若
し
毅
な
ら
ざ
れ
ば
、
別
ち
未
だ
死

や

せ
ざ
る
巳
前
に
、
使
ち
時
有
り
て
か
倒
れ
了
ら
ん
。
直
ち
に
死
に
到
り
て
方
め
て
住
む
な
り
。

強
靭
な
る
意
志
力
に
欠
け
る
な
ら
ば
、
肉
体
の
死
を
迎
え
る
前
に
、
人
間
と
し
て
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
精
神
力
を
持
続
し
た

以
上
「
死
而
後
巳
」
は
じ
め
て
活
動
を
停
止
す
る
の
だ
|
|
ま
さ
に
新
注
の
ご
息
尚
存
、
此
志
不
容
少
慨
」
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
四
文
字
に
つ
い
て
、
皇
侃
は
比
職
的
な
も
の
と
見
る
の
に
対
し
、
朱
煮
は
臨
終
に
お
け
る
意
志
力
の
有
無
を
交

ま
ま
死
を
迎
え
て
、

〉
え
て

「死」

の
過
程
を
具
体
的
に
説
く
と
こ
ろ
に
相
違
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

よ
り
大
き
な
、
こ
の
章
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
問
題
点
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
古
川
博
土
の
所
謂
「
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
人
間
の
任
務
を
完
成
し
得
る
」
説
の
有
無
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に
つ
い
て
で
あ
る
。
仁
斎
・
祖
徐
に
く
ら
べ
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で
は
あ
ろ
う
が
、
皆
川
洪
園
の
『
論
語
緯
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

死
し
て
後
ち
巳
む
と
は
、
蓋
し
時
己
に
可
な
ら
ず
、
人
も
亦
た
之
れ
を
当
に
己
む
べ
し
と
謂
ふ
も
の
の
、
己
れ
独
り
之
れ
を
己
む
可

あ
ら
か
じ

か
ら
ず
と
す
る
の
辞
な
り
。
萄
相
諸
葛
亮
の
、
凡
そ
事
は
是
の
如
く
な
れ
ば
、
逆
め
見
る
可
き
こ
と
難
し
。
鞠
朗
尽
力
、
死
し
て
而

る
後
に
巴
ま
ん
。
成
敗
利
鈍
に
至
り
て
は
、
臣
の
明
の
能
く
逆
め
観
る
所
に
非
ざ
る
な
り
、

と
い
へ
る
も
の
の
如
き
、
正
に
此
の
章

の
意
を
得
た
る
も
の
な
り
。
節
は
巳
に
し
て
以
て
屈
す
可
か
ら
ず
、
而
し
て
之
れ
に
処
る
こ
と
甚
だ
難
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
生
を
視

る
こ
と
却
っ
て
其
の
死
に
如
か
ず
。
故
に
其
の
死
期
の
至
る
を
待
つ
や
日
一
日
よ
り
も
甚
し
。
警
ふ
れ
ば
、
道
路
を
行
く
の
人
の
、

日
暮
れ
て
尚
ほ
未
だ
其
の
宿
止
に
到
る
を
得
ず
、
其
の
相
ひ
距
た
る
の
里
程
を
計
り
て
之
れ
を
遠
し
と
謂
ふ
が
如
し
。
放
に
日
く
、

亦
た
遠
か
ら
ず
や
、
と
。
土
己
に
仁
を
以
て
己
が
任
と
為
せ
ば
、
則
ち
其
の
遇
ふ
所
、
或
ひ
は
此
の
若
き
も
の
有
ら
ん
も
、
亦
た
未

だ
料
る
可
か
ら
ず
。
故
に
弘
毅
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。



浜
国
の
提
示
し
て
い
る
情
況
が
情
況
で
あ
る
だ
け
に
、
確
実
に
紹
介
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
長
文
を
引
い
た
。
洪
園
の
言
わ
ん
と
す
る
所

は
明
確
で
あ
る
。
死
以
外
に
仁
道
実
現
の
道
を
見
出
し
得
ぬ
と
き
は
、

か
く
ば
か
り
に
死
を
恋
い
、
死
に
よ
っ
て

「
は
じ
め
て
人
聞
の
任

務
を
完
成
し
得
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
右
『
論
語
緯
解
』
は
、
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
「
普
通

の
注
釈
書
」

で
あ
る
か
否
か
は
、
意
見
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

九
、
有
美
玉
章
(
子
牢
篇
第
十
二
章
)

枯
之
哉
浩
之
哉
我
待
頁
者
也

孔
子
言
回
笛
貫
之
、
但
首

待
頁
而
不
首
求
之
耳
。
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う

か

な

ラ

か

な

ま
た
浩
之
哉
、
治
之
哉
、
を
、
「
之
れ
を
治
ら
ん
哉
、
之
れ
を
泊
ら
ん
哉
」
と
、
あ
っ
さ
り
売
る
こ
と
と
す
る
の
は
、
新
注
の
説
で
あ

や

や

っ
て
、
古
注
に
引
く
包
成
は
、
「
之
れ
を
治
ら
ん
哉
、
之
れ
を
治
ら
ん
哉
」
、
も
の
ほ
し
そ
う
に
売
り
か
け
は
し
な
い
、
よ
い
値
段
も
し
く

は
よ
く
目
の
見
え
る
仲
買
人
が
あ
る
ま
で
は
、
と
い
う
ふ
う
に
読
む
、
新
出
の
鄭
注
も
、
包
成
と
お
な
じ
。

「
あ
っ
さ
り
売
る
こ
と
と
す
る
の
は
、
新
注
の
説
で
あ
っ
て
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

あ
た
い

朱
烹
新
注
に
は
、
前
掲
の
通
り
「
但
し
当
に
買
を
待
つ
ベ
し
、

古
川
博
土
は
、

当
に
之
れ
を
求
む
べ
か
ら
ざ
る
の
み
」
と
、

グ
条
件
d

が
つ
く
わ
け
だ
か

ら
、
少
く
と
も
「
あ
っ
さ
り
」

で
は
な
い
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
な
お
圏
外
に
引
く
活
祖
馬
の
説
の
な
か
に
も
グ
条
件
d

が
明
示
さ
れ
て

い
る
の
で
掲
げ
て
お
こ
う
。

伊
予
の
野
に
刺
し
、
伯
夷
太
公
の
海
浜
に
居
れ
る
が
如
き
、
世
に
成
湯
文
王
無
け
れ
ば
則
ち
駕
に
終
ら
ん
の
み
。
必
ず
、
道
を
程
、
げ

北
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て
以
て
人
に
従
い
、

玉
を
街
ひ
て
住
口
る
る
を
求
め
ざ
る
な
り
。

一O
、

食
不
厭
精
章
(
郷
党
篇
第
八
章
)

不
時
不
食

不
時
、
五
穀
不
成
、

果
賓
未
熟
之
類
。

「
時
な
ら
ざ
る
、
食
ら
わ
ず
」
。
二
説
あ
る
。
あ
さ
ひ
る
ば
ん
と
三
度
の
食
事
以
外
は
食
べ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
古
注
に
も
引
く
鄭

玄
の
説
。
季
節
は
ず
れ
の
食
べ
物
は
食
わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
朱
子
の
新
注
の
説
。
温
室
で
早
さ
つ
く
り
の
野
菜
を
、
紀
元
前
の
漢
の

時
代
に
す
で
に
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
は
、
漢
書
循
吏
伝
の
召
信
臣
の
条
に
見
え
る
。

古
川
博
士
は
、
「
二
説
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
、
皇
疏
所
引
の
江
照
の
説
を
掲
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

な

江
照
云
ふ
、
時
な
ら
ず
と
は
、
生
る
こ
と
其
の
時
に
非
ざ
る
を
謂
ふ
。
冬
の
梅
李
の
突
の
若
き
な
り
、
と
。

こ
れ
こ
そ
が
「
季
節
は
ず
れ
の
食
べ
物
」
な
の
で
あ
る
。
朱
烹
の
謂
う
未
成
熟
の
も
の
と
は
、
自
ら
別
で
あ
る
。

一、

子
張
問
善
人
之
道
章
(
先
進
篇
第
十
九
章
)

不
践
迩
亦
不
入
於
室

程
子
目
、
時
間
述
、
如
一
一
一
一
口
循
途
守
轍
。
善
人
難
不
必
践

蓮
田
述
、
而
白
不
潟
悪
。
然
亦
不
能
入
聖
人
之
室
也
。
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せ
ん
そ
ん

L

「
善
人
」
の
生
活
方
法
、
な
い
し
は
生
活
態
度
を
、
子
張
す
な
わ
ち
顕
孫
師
が
問
う
た
の
に
対
す
る
孔
子
の
答
え
で
あ
り
、
「
迩
を
践
ま

ず
」
と
は
、
ふ
る
い
慣
習
に
盲
従
は
せ
ず
、
少
し
は
創
造
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
、
し
か
し
「
亦
た
室
に
入
ら
ず
」
は
、
き
れ
ば
と
い

っ
て
、
い
ち
ば
ん
奥
深
い
と
こ
ろ
に
も
到
達
し
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
人
物
が
善
人
で
あ
る
と
答
え
た
、
と
い
う
の
が
、
古
注
の
解
釈
で
あ
る
。
新
注
の
説
も
そ
れ
に
同
じ
い
。
助
字
「
亦
」

ラ

一

一

、
が
、
こ
の
よ
う
に
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
あ
り
、
肯
定
し
て
よ
い
。
ま
た
不
ν
入
=
於
室
一
と
い

う
表
現
は
、
ま
え
の
子
路
を
評
し
た
章
に
、
「
堂
に
升
れ
り
尖
、
未
だ
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
」
と
、
類
例
が
あ
り
、
「
室
」
と
は
、
奥
の
間

の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
も
深
奥
な
部
分
に
は
達
し
な
い
、
と
い
う
比
喰
で
あ
る
こ
と
も
、
た
し
か
で
あ
る
。
た
だ
、
不
ν
践
一
述
ヲ

の
三
字
の
解
釈
は
、
不
安
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

ま
ず
、
古
注
を
書
き
く
だ
し
て
み
よ
う
。

孔
安
国
日
く
、
践
は
循
な
り
。
吾
一
口
ふ
こ
こ
ろ
は
、
善
人
は
但
に
旧
誼
に
循
追
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
少
し
く
能
く
業
を
創
む
。
然

れ
ど
も
亦
た
聖
人
の
奥
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
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た
だ
旧
遮
に
循
う
だ
け
で
は
な
く
、

い
く
ら
か
は
自
身
の
仕
事
が
創
め
ら
れ
る
|
|
古
注
に
お
け
る
旧
遮
と
は
、
こ
の
よ
う
に
単
な
る
旧

の
意
で
あ
り
、
超
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
体
の
も
の
で
あ
る
が
、

一
方
、
新
注
の
旧
誼
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
前
掲
の
ご
と
く
「
善
人
は
必
ず
し
も
旧
速
を
践
ま
ず
と
躍
も
、
自
ら
悪
を
為
さ
ず
」
と
い
う
か
ら
、
践
む
べ
き
先
賢
の
足

跡
、
の
意
に
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
注
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
、
『
語
類
』
か
ら
も
引
い
て
み
よ
う
。
林
悟
録
。

の
迩
は
、
是
れ
旧
述
、
前
人
の
倣
し
過
ぎ
了
れ
る
所
の
様
子
に
し
て
、
是
れ
成
法
な
り
。
善
人
は
曽
っ
て
前
人
の
倣
せ

来
の
し
き
た
り
、

迩
を
践
む
、

る
様
子
を
知
り
て
、
他
に
欽
ひ
て
去
き
倣
さ
ず
と
雄
も
、
但
だ
為
す
所
は
亦
た
自
ら
与
に
暗
合
す
。
但
し
未
だ
能
く
聖
人
の
深
処
に

到
ら
ざ
る
な
り
。

北
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「
是
れ
成
法
な
り
」
と
い
う
の
は
、
別
途
朱
烹
が
外
注
に
掲
げ
る
張
載
の
こ
と
ば
「
成
法
を
践
ま
ず
と
雄
も
亦
た
悪
を
踏
ま
ず
」
の

と
も
あ
れ
、
朱
烹
の
文
中
に
お
け
る
旧
迩
な
る
語
は
、
孔
安
国
の
そ
れ
と
は
全
く
異
り
、
価
値
的
に
極
め
て
高
い
も
の

法
」
を
承
け
る
。

と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
確
な
の
で
あ
る
。
吉
川
博
士
、
が

「
新
注
の
説
も
そ
れ
に
同
じ
い
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
誤
解
と
い
う
ほ
か

土
工
、
o

t
T
L
 

一
二
、
南
人
有
言
章
(
子
路
篇
第
二
十
二
章
)

人
而
無
恒
不
可
以
作
亙
墜

恒
常
久
也
。
忍
所
以
交
鬼
神
、
醤
所
以
寄

死
生
。
故
雌
賎
役
而
治
不
可
以
無
常
。

述
一
冊
第
七
に
、
「
善
人
は
吾
れ
得
て
之
を
見
ず
、
恒
有
る
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
れ
可
な
り
」
(
上
冊
二
一
九
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
孔

子
は
、
行
動
の
恒
常
性
を
と
う
と
ん
だ
が
、
こ
の
条
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
注
と
新
注
で
は
、
は
な
は
だ
し

く
読
み
方
が
ち
が
う
部
分
が
あ
る
。
「
南
人
」
と
は
「
南
国
の
人
也
」
と
い
う
漠
然
た
る
解
釈
し
か
、
古
注
も
新
注
も
あ
た
え
な
い
が
、

そ
の
南
人
の
い
っ
た
言
葉
に
、
恒
常
性
の
な
い
人
聞
は
、
忍
す
な
わ
ち
祈
祷
師
ゃ
、
医
者
も
、
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
が
古
注
の

し

い

解
釈
で
あ
り
、
そ
れ
に
賛
成
す
る
但
械
は
、
礼
記
の
踊
衣
篇
に
、
き
わ
め
て
似
た
言
葉
と
し
て
、
「
子
日
わ
く
、
南
人
日
う
有
り
、
人
に

ぽ
〈
ぜ
い

し
て
恒
無
け
れ
ば
、
以
て
卜
笈
を
為
す
べ
か
ら
ず
」
、
占
な
い
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
を
、
証
拠
と
し
て
引
く
。
一
方
新
注

な

は
、
以
て
延
医
と
作
る
可
か
ら
ず
、
恒
常
性
の
な
い
人
聞
は
、
祈
祷
師
や
医
者
に
さ
え
な
れ
な
い
、
と
読
む
。
忍
や
医
は
、
少
な
く
と
も

宋
以
後
の
中
国
で
は
、
一
種
の
賎
業
で
あ
り
、
普
通
の
土
人
の
従
事
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
さ
え
な
れ
な
い
。

朱
喜
…
が

「
亙
は
鬼
神
に
交
は
る
所
以
、
医
は
死
生
を
寄
す
る
所
以
」
と
い
う
の
は
、
「
故
に
賎
役
と
雛
も
、
ム
ん
も
常
無
か
る
べ
か
ら
ず
。 成
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ー
ー
だ
か
ら
賎
し
い
役
で
あ
る
と
は
い
え
、
最
も
恒
常
性
が
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
後
半
部
分
か
ら
推
す
だ
け
で
も
、
仕
事
の
重
要
性
を

そ

れ

を

い

ま

、

「

賎

役

」

と

い

う

言

葉

に

囚

わ

れ

て

の

故

か

祈

祷

「
恒
常
性
の
な
い
人
聞
は
、

相
応
に
評
価
し
た
言
葉
と
解
せ
ら
れ
る
。

と
紹
介
さ
れ
て
は
、
朱
窯
の
真
意
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
字
は
、
賎
役
と
い
う
表
現
に
呼
応
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
妥
当
な
用
語
と
は
思
え
な
い
。
問
題
は
、
鬼
神
と
交
わ
る
こ
と
や
、
死

師
や
医
者
に
さ
え
な
れ
な
い
、

と
読
む
」

「
大

T
え
」

の

生
に
与
る
こ
と
に
、
朱
窯
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
認
め
て
い
た
か
、
と
い
う
点
と
も
関
わ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
鬼
神
と
交
わ
る
」
こ
と
の
意
味
・
内
容
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
他
の
資
料
に
基
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

手
が
か
り
と
し
て
『
語
類
』
巻
三
、
こ
れ
は
鬼
神
に
関
す
る
発
言
が
集
め
ら
れ
て
い
る
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
則
を
み
よ
う
。

と

つ

き

た

と

日
く
、
此
れ
宣
に
卒
乍
に
説
く
可
け
ん
。
便
へ
説
か
ん
も
、
公
も
亦
た
宣
に
能
く
信
じ
得
て
及
ば
ん
。

以
下
、
朱
烹
に
と
っ
て
の

或
ひ
と
鬼
神
の
有
無
を
間
ふ
。

衆
理
に
須
ち
て
看
得
て
漸
く
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
此
の
惑
ひ
は
自
ら
解
せ
ん
。
奨
遅
知
を
問
ふ
。
子
日
く
、
民
の
義
を
務
め
、
鬼

ま

さ

神
を
敬
し
て
之
れ
を
遠
ざ
く
、
知
と
謂
ふ
可
し
、
と
。
人
は
且
く
合
当
に
理
会
す
べ
き
底
の
事
を
理
会
し
、
其
の
理
会
未
だ
得
、
ざ
る

日
用
常
行
の
処
理
会
し
得
て
透
る
を
待
ち
て
、
則
ち
鬼
神
の
理
は
将
に
自
ら
見
得
せ
ん
と
す
、
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の
底
に
は
、

且
く
一
辺
に
推
向
せ
よ
。

乃
ち
知
と
為
す
所
以
な
り
。
未
だ
能
く
人
に
事
へ
ず
、
湾
ん
ぞ
能
く
鬼
に
事
へ
ん
、

と
。
意
亦
た
此
の
如
し
。
(
呉
必
大
録
)

鬼
神
の
有
無
を
問
わ
れ
た
朱
烹
は
、
『
論
語
』
の
禁
遅
問
知
章
(
薙
也
篇
)
及
び
季
路
問
事
鬼
神
章
(
先
進
篇
〉
を
根
拠
に
し
て
、
直
接
的

回
答
を
留
保
し
た
。
当
面
、
理
解
可
能
の
範
囲
に
考
察
を
限
定
す
る
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
無
難
な
回
答
姿
勢
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
は

「
鬼
神
と
交
わ
る
」
と
い
っ
た
具
体
的
テ
l
マ
を
考
え
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
『
論
語
』
の
な
か
の

鬼
神
関
連
諸
章
自
体
へ
の
朱
棄
の
理
解
の
在
り
よ
う
に
、

ま
ず
、
権
也
篇
、
料
大
遅
問
知
章
「
務
民
之
義
、
敬
鬼
神
而
遠
之
」

一
歩
踏
み
込
ん
で
み
る
こ
と
と
す
る
。

に
対
す
る
朱
註
は
、
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論
盟
問
集
註
と
古
川
論
語

専
ら
力
を
人
道
の
宜
し
き
所
に
用
ひ
、
鬼
神
の
知
る
可
か
ら
ざ
る
に
惑
は
ざ
る
が
知
者
の
事
な
り
。

で
あ
る
。
鬼
神
を
不
可
知
の
も
の
と
し
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
の
が
「
知
」
だ
、
と
い
う
わ
け
。
圏
外
に
も
程
子
の
説
と
し
て
、

人
多
く
鬼
神
を
信
ず
る
は
惑
ひ
な
り
。
而
し
て
信
ぜ
さ
る
者
は
又
た
敬
す
る
能
は
ず
。
能
く
敬
し
能
く
遠
ざ
く
、
知
と
謂
ふ
可
し
。

を
掲
出
す
る
か
ら
、
集
註
に
在
っ
て
は
、
鬼
神
は
さ
な
が
ら
人
を
惑
わ
す
存
在
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
集
註
の
字

づ
ら
を
追
う
限
り
で
は
、
朱
烹
の
鬼
神
観
は
鬼
神
を
否
定
す
る
方
向
に
傾
く
か
の
印
象
を
受
け
る
が
、

『
語
類
』
を
矯
け
ば
、
様
相
は
か

な
り
変
っ
て
く
る
。
次
は
董
録
の
録
す
る
と
こ
ろ
。

鬼
神
を
敬
し
て
之
れ
を
遠
ざ
く
、
を
問
ふ
。
日
く
、
此
の
鬼
神
は
是
れ
正
当
に
合
に
祭
叩
す
べ
き
者
を
指
す
。
宗
廟
山
川
の
且
如
き

は
是
れ
合
当
に
祭
記
す
べ
き
の
底
に
し
て
、
亦
た
当
に
敬
し
て
襲
近
泥
著
す
司
か
ら
ず
。
才
か
に
泥
著
す
れ
ば
便
ち
是
な
ら
ず
。

- 52ー

こ
の
よ
う
に
、
ま
っ
と
う
な
鬼
神
は
、
依
然
と
し
て
祭
肥
の
対
象
な
の
で
あ
る
。
宗
廟
・
山
川
の
宗
教
性
・
神
秘
性
は
も
と
よ
り
温
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ま
っ
と
う
な
鬼
神
が
敬
遠
の
対
象
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
世
に
信
じ
ら
れ

た
り
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
、
そ
の
て
の
鬼
神
も
敬
遠
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
一
く
だ
り
も
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
程
子
圏
外

の
説
に
関
し
て
の
問
答
で
、
鄭
可
学
の
録
す
る
と
こ
ろ
。

間
ふ
。
程
子
鬼
神
を
説
く
に
、
孔
子
政
〈
遅
に
告
ぐ
る
が
如
き
は
乃
ち
是
れ
正
な
る
鬼
神
に
し
て
、
今
人
の
信
不
信
を
説
く
が
如
き
は

文
た
別
に
是
れ
一
項
な
る
に
、
如
何
か
液
同
し
て
説
け
る
や
。

日
く
、
是
れ
異
有
り
と
雄
も
然
れ
ど
も
皆
な
敬
遠
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

否
定
の
思
想
と
敬
遠
の
思
想
と
は
、
本
来
無
縁
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
以
上
、
決
遅
問
知
章
を
め
ぐ
っ
て
は
、
朱
喜
…
は
、
鬼
神
否

定
の
立
場
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鬼
神
関
連
諸
章
の
第
二
と
し
て
、
述
而
篇
の
子
不
語
怪
力
乱
神
章
に
関
す
る
朱
蕉
の
解
釈
の
検
討
に
移
る
が
、
こ
の
章
に
関
し
て
『
語



類
』
論
語
の
部
に
は
次
の
一
則
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。

問
ふ
。
子
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
、

の
集
註
に
、
鬼
神
の
理
は
明
ら
か
に
し
難
く
し
て
惑
ひ
易
き
も
、
実
は
人
事
に
外
な
ら
ず
、
と

言
へ
り
。
鬼
神
の
理
は
人
事
に
在
り
て
如
何
に
見
得
す
る
や
、
と
。

日
く
、
鬼
神
は
只
だ
是
れ
二
気
の
屈
伸
往
来
な
る
の
み
。
人
事

の
中
に
就
き
て
之
れ
を
言
え
ば
、
福
善
禍
涯
の
如
き
、
便
ち
以
て
鬼
神
の
道
理
を
見
る
可
し
、
論
語
の
中
に
は
、
聖
人
は
曽
っ
て
此

れ
を
説
か
ず
、
と
。

張
載
『
正
蒙
』
神
化
篇
の
「
鬼
神
は
往
来
屈
伸
の
義
な
り
」
を
承
け
て
、
鬼
神
を
陰
陽
二
気
と
い
う
物
質
に
よ
っ
て
説
明
す
る
一
方
、
そ

の
道
理
は
、
人
間
界
に
あ
っ
て
は
禍
福
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
神
秘
性
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
徐
寓
の
録
す
る

こ
の
一
則
に
は
「
集
注
旧
文
」
の
四
文
字
が
注
記
さ
れ
て
い
て
、
引
か
れ
た
集
注
の
文
は
、
改
訂
以
前
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。
し
か
ら
ば
、
朱
棄
現
行
の
集
注
に
は
、
ど
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
か
。

怪
具
、
勇
力
、
惇
乱
の
事
、
理
の
正
に
非
ず
、
回
り
聖
人
の
語
ら
ざ
る
所
な
り
。
鬼
神
は
造
化
の
遮
に
し
て
、
正
し
か
ら
ざ
る
に
非

ず
と
離
も
、
然
れ
ど
も
窮
理
の
至
り
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
明
ら
か
に
し
易
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
故
に
亦
た
軽
し
く
は
以
て
人
に
語
ら
ざ

一日ー

る
な
り
。

鬼
神
は
、
程
顕
も
『
易
伝
』
で
言
う
よ
う
に
、
造
化
の
速
で
あ
っ
て
、
不
正
な
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
も
、
し
か
し
、
よ
ほ
ど
理
を
窮

め
た
人
で
な
い
と
容
易
に
判
る
種
類
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
だ
か
ら
孔
丘
は
軽
々
に
は
人
に
語
ら
な
か
っ
た
の
だ
1
1
1
鬼
神
の
理
が
、

人
聞
社
会
に
あ
っ
て
は
禍
福
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
、
と
す
る
旧
文
時
期
の
一
種
の
有
神
論
的
観
点
を
脱
し
て
、
朱
烹
に
と
っ
て
の
鬼
神
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
神
秘
性
を
抑
制
す
る
方
向
に
動
い
て
は
い
る
が
、
凡
人
に
は
鬼
神
は
知
り
難
い
も
の
で
あ
る
、
と
、
語
ら
な
か
っ
た

根
拠
に
そ
の
難
解
さ
を
据
え
る
こ
と
か
ら
み
て
、
朱
烹
は
依
然
と
し
て
鬼
神
の
超
越
性
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
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論
語
集
註
と
古
川
論
語

鬼
神
関
連
諸
章
の
第
三
と
し
て
取
り
上
ぐ
べ
き
先
進
篇
の
季
路
同
事
鬼
神
章
の
集
注
に
も
、
鬼
神
重
視
の
姿
勢
は
看
取
さ
れ
る
。

鬼
神
に
事
ふ
る
を
問
へ
る
は
、
蓋
し
祭
杷
に
奉
、
ず
る
所
以
の
義
を
求
め
た
る
も
の
に
し
て
、
死
は
人
の
必
ず
有
す
る
所
、
知
ら
ざ
る

可
か
ら
ず
、
皆
な
切
聞
な
り
、
然
れ
ど
も
誠
敬
以
て
人
に
事
ふ
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
必
ず
神
に
事
ふ
る
能
は
ず
。
始
め
を
原
ね
て

生
く
る
所
以
を
知
る
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
必
ず
終
り
に
反
り
て
死
す
る
所
以
を
知
る
能
は
ず
。
蓋
し
幽
明
始
終
初
め
よ
り
二
理
無
し
。

但
だ
之
れ
を
学
ぶ
に
序
有
り
、
等
合
}
蹴
ゆ
可
か
ら
ず
。
故
に
夫
子
之
れ
に
告
ぐ
る
こ
と
此
の
如
し
。

こ
の
よ
う
に
、
鬼
神
に
事
え
る
こ
と
|
|
祖
先
を
祭
る
わ
け
、

は
、
免
れ
え
ぬ
死
と
も
ど
も
、
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
し
て
、
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、

祭
如
在
章
(
八
倍
篇
)
に
関
す
る
、

『
一
語
類
』
の
諸
条
の
な
か
に
は
、
謝
良
佐
の

「
自
家
精
神
、
即
祖
孝
精
神
」
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拠
っ
て
、
「
這
の
裏
に
其
の
誠
敬
を
尽
せ
ば
、
祖
宗
の
気
は
便
ち
這
の
裏
に
在
り
」
と
す
る
条
(
徐
寓
録
)
や
、
ま
た
沼
祖
百
円
の

則
有
其
神
、
無
其
誠
則
無
其
神
」
(
こ
れ
は
集
注
に
も
採
ら
れ
て
い
る
)
に
拠
っ
て
、
「
如
し
祭
把
に
誠
意
有
れ
ば
則
ち
幽
明
便
ち
交
は
り
、

誠
意
無
け
れ
ば
便
ち
都
な
相
ひ
接
せ
ず
し
て
了
る
」
と
す
る
条
(
陳
淳
録
)
も
見
ら
れ
、
鄭
南
升
録
せ
る
最
も
長
い
一
則
は
、

「
有
其
誠

祭
る
に
は
在
す
が
如
く
し
、
神
を
祭
る
に
は
神
在
す
が
如
く
す
、
と
。
此
れ
は
是
れ
弟
子
平
時
に
、
孔
子
が
祖
先
を
祭
る
と
、
外
神

を
祭
る
の
時
に
、
其
の
孝
敬
を
致
し
て
以
て
鬼
神
に
交
は
る
を
見
た
る
な
り
。

と
い
う
説
明
で
始
ま
る
。
朱
窯
は

「
鬼
神
と
交
は
る
」
孔
丘
の
姿
を
、

は
っ
き
り
と
脳
裏
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
鬼
神
に
交
は
る
」
こ
と
の
意
義
を
朱
烹
は
如
何
に
理
解
し
て
い
た
か
を
め
ぐ
っ
て
、
以
上
、
鬼
神
関
連
諸
章
へ
為
さ
れ
た
解
釈
を
中

心
に
検
討
し
来
っ
た
が
、
朱
喜
…
が
鬼
神
の
存
在
を
重
視
し
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ぬ
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
と
思
う
。
こ
れ
と
交
わ
る
こ
と
は
重
要
な
任
務
な
の
で
あ
り
、
同
じ
『
論
語
』
の
南
人
有
言
章
を
解
す
る
に
当
っ
て
発
出
さ
れ
た
「
亙



所
以
交
鬼
神
」

の
言
葉
に
、
尼
視
の
意
が
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
古
川
博
士
の

「
え
で
え
」

は
削
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
一一、

憲
間
恥
章
(
憲
問
篇
第
一
章
)

邦
有
道
穀
邦
無
道
穀
恥
也

邦
有
道
不
能
有
潟
、
邦
無
道
不
能
瀦
善
、
而
但
知
食
様
、
皆
可
恥
也
。
憲
之
狽
介
、
其
於
邦
無
道
穀
之
可

恥
、
国
知
之
会
。
至
於
邦
有
道
穀
」
/
~
可
恥
、
則
未
必
知
也
。
故
夫
子
因
其
問
而
弁
言
之
、
以
庚
共
志
、
使

知
腕
以
自
勉
、

而
進
於
有
篤
也
。

以
上
は
古
注
の
解
釈
で
あ
る
。
新
注
は
、
国
家
に
道
徳
の
あ
る
場
合
に
も
俸
給
を
貰
い
、
道
徳
の
な
い
場
合
に
も
俸
給
を
貰
う
、
と
に

か
く
、
何
で
も
い
い
か
ら
俸
給
だ
け
を
貰
う
、
と
い
う
の
は
恥
じ
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
新
注
系
の
和
訓
は
、
「
邦
道
有
る
に

殺
し
、
邦
道
無
き
に
穀
す
る
は
、
恥
じ
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

一日ー

「
恥
」
を
「
邦
に
道
無
き
に
穀
す
」

か

の
み
に
繋
け
る
古
注
を
採
る
人
が
多
い
の
は
、
案
外
、
新
注
の
真
意
が
誤
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
か

そ
れ
に
し
て
も
吉
川
博
士
の
紹
介
は
乱
暴
で
あ
る
。
「
何
で
も
い
い
か
ら
俸
給
だ
け
を
貰
う
、
と
い
う
の
は
恥
じ
て
あ
る
、

も
知
れ
ぬ
。

と
す
る
」
と
言
う
の
み
で
は
、
単
な
る
功
利
主
義
の
否
定
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
集
注
の
後
半
を
も
丁
寧
に
読
め
ば
、
か
か
る
結

論
は
出
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
「
邦
に
道
有
り
て
穀
す
る
の
恥
づ
可
き
に
至
り
て
は
」
の
部
分
は
、
「
邦
に
道
が
行
わ
れ
て
い
る
時
に
禄
を
食
む

に
も
、
恥
を
知
っ
て
(
貢
献
し
て
)
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
」
の
意
で
あ
る
。
通
じ
て
、
有
道
の
世
に
禄
を
食
む
と

き
の
恥
ず
可
き
点
は
、
無
為
徒
食
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
無
道
の
世
に
禄
を
食
む
と
き
の
恥
ず
可
き
点
は
、
禄
を
食
む
こ
と
自
体
で
あ
る
、

北
大
文
学
部
紀
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原
憲
に
は
、
そ
の
欠
を
補
う
べ
く
「
邦
に
道
有
り
て
穀
す
る
に
も
恥
あ
れ
」

と
訓
え
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
『
或
問
』
に
は
次
の
一
則
あ
り
、

『
集
註
大
全
』
に
も
採
ら
れ
て
、
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。

原
憲
は
貧
に
安
ん
じ
道
を
守
り
、
其
の
志
卓
然
と
し
て
能
く
為
さ
ざ
る
者
有
り
。
其
の
此
の
聞
を
為
せ
る
は
、
回
り
邦
に
道
無
け
れ

ば
道
を
柾
げ
て
禄
を
得
る
の
恥
と
為
す
を
知
り
て
、
特
に
諸
を
夫
子
に
質
し
て
以
て
其
の
志
を
言
は
ん
と
欲
せ
る
の
み
。
夫
子
深
く

其
の
然
る
を
知
る
も
、
亦
た
其
の
学
の
未
だ
以
て
為
す
有
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
其
の
或
ひ
は
有
道
の
時
に
当
り
て
桓
道

の
蓋
無
し
と
雄
も
、
未
だ
素
餐
の
懐
を
免
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
故
に
是
れ
を
以
て
井
せ
て
之
れ
に
告
げ
、
其
の
己
に
知
る
所
に

因
り
て
之
れ
を
推
し
て
以
て
其
の
未
だ
知
る
に
及
ば
ざ
る
者
に
及
ば
使
む
。
其
の
以
て
其
の
業
を
広
く
し
て
、
益
E

其
の
為
す
所
を

充
さ
ん
こ
と
有
る
を
庶
ひ
し
の
み
。
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朱
烹
の
意
を
体
し
て
本
文
を
訓
ず
れ
ば
「
邦
に
道
有
り
て
穀
す
る
に
も
、
邦
に
道
無
く
し
て
穀
す
る
に
も
、
恥
あ
れ
」
と
な
ろ
う
か
。

一回、

逸
民
章
(
徴
子
篇
第
八
章
)

謂
虞
仲
夷
逸
隠
居
放
言
身
中
清
藤
中
樺

隠
居
猶
善
、
合
乎
道
之
清
、
放
圭
一
日
自
康
、
合
乎
道
之
擢
。

O
謝
氏
日
、
:
:
・
虞
仲
夷

逸
、
隠
居
放
一
一
一
口
、
則
言
不
合
先
王
之
法
者
多
失
。
然
清
而
不
汗
也
、
健
而
遁
宜
也
。

ほ

う

か

ん

ま

ま
た
「
隠
居
放
言
」
の
「
放
」
の
字
は
、
古
注
の
包
成
が
、
「
放
は
置
な
り
。
復
た
世
務
を
言
わ
ず
」
と
い
う
の
に
よ
る
。
あ
と
の
「
廃

あ
た

は
権
に
中
る
」
の
「
廃
」
の
字
が
、
閉
鎖
的
な
行
為
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
「
権
」
の
字
が
、
常
道
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
や
む
を
得
ざ

る
正
当
な
生
き
方
、
を
意
味
す
る
の
か
ら
見
て
、
包
成
の
説
は
、
う
べ
な
与
え
る
。
た
だ
し
、
「
放
」
を
、
自
由
、
勝
手
気
儀
、
ほ
し
い
ま
ま



ご

か

ん

じ

よ

こ

う

ゅ

う

じ

ゅ

ん

し

ゅ

く

り

け

ん

に
す
る
、
と
い
う
読
み
方
も
、
古
く
か
ら
あ
り
、
後
漢
書
の
孔
融
伝
、
萄
淑
ら
の
伝
の
論
、
お
よ
び
そ
の
李
賢
の
注
は
そ
う
で
あ
る
。

お

ま
た
そ
の
方
が
普
通
の
説
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
和
点
も
、
古
注
系
統
は
、
「
舌
口
を
放
け
り
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
新
注

ほ
し
い
ま
ま

系
統
は
道
春
点
以
下
、
「
言
を
放
に
す
」
と
読
む
。
た
だ
し
朱
子
の
新
注
自
身
は
、
「
放
言
自
廃
」
と
い
う
の
み
で
、
「
お
く
」
か
「
ほ

し
い
ま
ま
」
か
、
ど
ち
ら
と
も
判
然
し
な
い
。

古
川
博
士
は
「
た
だ
し
朱
烹
の
新
注
自
身
は
:
:
:
ど
ち
ら
と
も
判
然
し
な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
朱
烹
は
圏
外
に
謝
良
佐
の
説
を
引
い

て
、
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
隠
居
放
言
し
た
れ
ば
、
別
ち
言
ふ
こ
と
先
王
の
法
に
合
せ
ざ
る
者
多
し
」

|
l
s

「
ほ
し
い
ま
ま
」

で
あ
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。
圏
外
の
説
へ
目
く
ば
り
を
欠
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
り
で
あ
る
。

1i 

大
徳
不
輪
閑
章
(
子
張
篇
第
十
一
章
)
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子
夏
日
大
徳
不
険
閑
小
徳
出
入
可
也

呉
氏
目
、
此
章
之
言
、
不

能
無
弊
。
学
者
詳
之
。

つ
ま
び
ら

朱
子
が
呉
氏
を
引
い
て
、
「
此
の
掌
の
言
は
弊
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
学
者
之
を
詳
か
に
せ
よ
」
と
い
う
の
は
、
孔
子
の
言
葉
で
な
く
、

弟
子
の
言
葉
で
あ
る
故
に
、
批
判
の
余
地
が
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
前
の
条
で
仁
斎
が
、
弟
子
の
一
言
葉
で
も
論
語
に
載
せ
る
も
の
は

完
全
だ
と
い
う
の
は
、
朱
子
に
対
す
る
反
援
で
あ
ろ
う
。

る
故
に
、
批
判
の
余
地
が
あ
る
、
と
す
る
」

呉
械
の
、
此
の
章
の
言
は
弊
無
き
能
わ
ず
と
い
う
の
を
、
朱
喜
…
が
圏
外
に
引
く
の
は
、
吉
川
博
士
の
言
う
が
如
く
「
弟
子
の
言
葉
で
あ

か
ら
で
は
な
い
。
理
由
は
『
語
類
』
の
次
の
二
則
を
見
れ
ば
、
更
に
明
ら
か
と
な
る
。

北
大
文
学
部
紀
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小
徳
出
入
す
る
も
可
な
り
と
は
、
此
れ
自
ら
是
れ
与
り
権
る
可
き
の
事
な
り
。
之
れ
を
出
入
す
と
謂
へ
ば
則
ち
己
む
を
得
、
ざ
る
の
意

有
る
に
似
た
り
、
徳
の
盛
な
る
者
に
非
ざ
れ
ば
能
〈
せ
ず
。
如
し
捜
溺
る
る
に
援
け
ざ
る
は
是
れ
お
狼
な
り
。
捜
溺
る
る
は
是
れ
当

に
援
く
べ
き
所
な
り
。
更
に
可
也
の
字
を
著
し
得
、
ず
。
所
以
に
呉
氏
は
此
の
章
に
弊
有
り
と
謂
へ
り
。
(
楊
道
夫
録
)

大
徳
小
徳
を
間
ふ
。
日
く
、
大
徳
小
徳
と
は
猶
ほ
大
節
小
節
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
大
徳
既
に
定
ま
れ
ば
、
小
節
差
ふ
こ
と
有
る
も
、

亦
た
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
呉
民
は
此
の
章
に
弊
無
き
能
は
ず
と
調
ふ
、
学
ぶ
者
正
に
此
れ
を
以
て
自
ら
恕
す
可
か
ら
ず
。

一
た
び
小
差
を
以
て
害
無
し
と
為
さ
ば
、
則
ち
大
節
に
於
て
必
ず
将
に
尋
を
柾
げ
て
尺
を
直
く
す
る
者
あ
ら
ん
と
す
。
(
徐
寓
録
)

呉
械
に
よ
る
右
の
よ
う
な
批
判
的
言
辞
を
朱
烹
が
と
り
あ
げ
、
集
註
に
登
場
さ
せ
る
最
初
の
も
の
は
、
早
く
、
学
而
篇
の
第
七
章
に
見

ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。

子
夏
目
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能
喝
其
力
、
事
君
能
致
其
身
、
与
朋
友
交
、
一
言
而
有
信
、
雌
日
未
学
、
吾
必
調
之
学
実
。
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呉
民
日
、
子
夏
之
言
其
意
善
失
。
然
辞
気
之
間
抑
揚
太
過
、
其
流
之
弊
将
或
至
於
廃
学
、
必
若
上
章
夫
子
之
言
然
後
為
無
弊
也
。

以
上
、
大
徳
不
蹄
閑
章
に
付
さ
れ
た
「
学
者
詳
之
」
が
、
必
ず
し
も
「
弟
子
の
言
葉
で
あ
る
が
故
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
思
う
が
、
「
学
者
詳
之
」

に
か
か
わ
っ
て
、
同
じ
子
張
篇
の
、

い
ま
一
つ
の
例
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
吉
川
博
土
は
、
子
張
篇
篇
首
に
お
け
る
概
括
の
号
一
口
の
な
か
で
、

こ
の
篇
は
、
全
部
が
弟
子
た
ち
の
言
葉
で
あ
り
、
孔
子
の
言
葉
は
含
ま
れ
な
い
。
:
:
:
新
注
は
、
弟
子
達
の
語
は
、
孔
子
の
語
ほ
ど

円
満
で
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
す
る
態
度
を
、
た
と
え
ば
第
十
一
章
(
一
一
二
九
頁
)
、
「
子
夏
日
わ
く
、
大
徳
は
闘
を
蹄
え
ざ
れ
ば
、

小
徳
は
出
入
す
る
も
可
な
り
」
に
つ
い
て
、

ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

い
ま
こ
の
第
十
一
章
(
大
徳
不
除
閑
章
)
と
同
様
、
「
学
者
詳
之
」

の
付
せ
ら
れ
た
章
は
、
第
十
四
章
、



子
滞
日
、
喪
致
乎
友
而
止
。

愚
按
、
而
止
二
字
、
亦
徴
有
過
於
高
速
而
簡
略
細
微
之
弊
。
学
者
詳
之
。

で
あ
る
が
、
古
川
博
士
の
こ
の
章
の
新
注
に
関
す
る
紹
介
は
、

一
方
新
注
は
、
喪
は
悲
哀
の
心
理
を
究
極
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
無
用
の
文
飾
は
不
要
で
あ
る
、

と
す
る
。

と
あ
る
の
み
で
、
右
に
渇
げ
た
、
朱
烹
自
身
の
按
語
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
場
合
に
も
篇
首
概
括
の

「
弟
子
達
の
語
は
、
孔
子
の
語
ほ
ど
円
満
で
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
す
る
態
度
を
:
:
:
に
つ
い
て
、
ほ
の
め
か
し
て
い
る
」
と
い
う
説
明

が
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
該
当
す
る
と
す
れ
ば
、
大
徳
不
脆
閑
章
の
場
合
と
同
様
誤
り
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
朱
喜
…
は
、
必
ず
し
も
、

弟
子
の
言
葉
で
あ
る
故
に
弊
あ
り
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
六
、
尭
田
容
爾
舜
章
(
尭
日
篇
第
一
章
)

一円ー

周
有
大
賓
善
人
是
富

此
以
下
述
武
玉
事
。
賛
、
予
也
υ

武
王
克
商
、
大
賓
子
四
海
、
見
周
書
武
成
篇
。

此
言
共
所
富
者
皆
善
人
也
。
詩
序
云
、
賛
、
所
以
錫
予
告
出
回
入
、
蓋
本
於
此
。

た

き

も

の

お

お

言
葉
の
内
容
と
し
て
、
「
賓
」
は
「
賜
也
」
、
わ
が
周
王
朝
は
、
大
い
な
る
賛
を
天
か
ら
い
た
だ
い
た
。
す
な
わ
ち
善
き
人
を
富
く
も

わ

れ

お

さ

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
υ

こ
れ
こ
そ
天
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
し
、
泰
伯
第
八
の
、
「
武
玉
臼
わ
く
、
予
に
乱
む
る
巨
十
人
有
り
」
(
上
冊

二
五
九
頁
〉
を
引
く
の
は
、
古
注
で
あ
る
。
新
注
は
、
「
周
有
大
賓
」
の
解
釈
を
か
え
、
わ
が
国
家
周
は
、
大
い
な
る
た
ま
も
の
を
人
民

に
あ
た
え
た
。
人
民
を
幸
福
に
し
た
。
そ
れ
は
、
よ
き
人
材
に
富
ん
で
い
る
か
ら
だ
、
と
す
る
。
新
注
の
よ
う
な
説
は
、
間
T

く
皇
侃
の
疏

北
大
文
学
部
紀
要
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ぷ

せ

い

イ

包

イ

テ

-

-

ス

に
も
、
一
説
と
し
て
見
え
る
。
尚
書
の
武
成
篇
は
や
は
り
偽
作
の
篇
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
、
大
賓
コ
於
四
海
六
而
万
姓
悦
服
と
あ
る

の
の
、
影
響
で
あ
ろ
う
。

古
川
博
士
が
朱
注
を
解
釈
し
て

の
で
あ
る
が
、
「
人
民
を
幸
福
に
し
た
。

よ
き
人
材
に
富
ん
で
い
る
か
ら
だ
、
と
す
る
」
と
い
わ
れ
る
段
に
な
っ
て
、

「
わ
が
国
家
周
は
、
大
い
な
る
た
ま
も
の
を
人
民
に
あ
た
え
た
」
と
紹
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
良
い

お
か
し

そ
れ
は
、

く
な
る
。
集
注
の
文
で
い
え
ば
「
此
れ
其
の
富
む
所
の
者
は
皆
な
善
人
な
る
を
言
へ
り
」

に
該
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
詩
序
の
例
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
然
こ
こ
は
「
善
人
に
豊
富
に
与
え
た
結
果
、
善
人
が
豊
か
に
な
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
土
口

川
訳
は
、
依
然
古
注
の
影
響
を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
八
八
年
七
月
三
一
日

稿

- 60ー
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